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SU MM ARY  OF  EX EC UTI ON  AN D RE SU LTS
　 Beam time 開始から、 10/4 までの期間にでたビームは、余りにも 2msec 程度の microstructure

がひどく、 beam を絞っても chamber の　 multi_hit が酷すぎて利用できないため、 K5の今里氏とと

もに、加速器に改善のお いを続けて、ようやく、 10/5 01:00 頃から利用可能なビームが取り出さ

れるようになった。

　　ここまでの全てのビームは、 trigger timing のチェックくらいにしか使用不可能だったため、

下記 算には 上していない。 10/5 01:00 - 11/13 02:00 までの期間で実際に使用可能であったは

ずの beam time は、下記の通り約 96.2 シフト。 測定器系のトラブル・ＳＫＳ 磁石等実験サイドで

の重故障に伴うロスタイムが、約 4.9 シフトあったため、　実際に使用できたビームは 91.3 シフト

となった。

　一方、実際にデータ収集を行ったスピル数から、データをとっていた期間は、 83.0 シフトである。

その差は、 30% が、 run/mediachange や、シフト毎の routine のエリア入域作業に伴うロスタイム残

りは、様々な　 calibration 用のランのための条件 定及び測定器の tuning などに用いた。

　この殆どの時間を使用して、　 6Li(π +,K+) モードでのデータ収集を行った。 K6標的上の一次

proton beam の intensity は、 9× 10^11 程度。　 4秒スピルであったため K6ビームラインのスリット

を全開にして、 2.8-3.2× 10^6 π + on target/spill のπ +ビーム強度でデータを収集した。

　 (π +,K+) データ (330 triggers/spill) の他、崩壊粒子の 正用の (π +,p[SKS] neutral[decay

arm]) 及び (π +,p[SKS] charged[decay arm]) のトリガーを合わせて 140トリガー程度、他ビームト

リガーなどのスペクトロメータの 正用のトリガー 2種を混ぜて、 500triggers/spill のトリガーを

かけたが、 long-beam-spill のため、 86% 程度と昨年よりも いデータ収集効率を確保することがで

きた。

　最終的に、到達した 6Li標的へのπ +の入射数は、　 1.64× 10^12 π + (76シフト分 ) となった。

これは昨年度の約 2.4倍に相当し、昨年と同じトラッキングの効率が今年度も得られれば、昨年度の

統 と合わせて、統 を 3.4倍改善できていることが期待される。　昨年度の実験データで、最も統

が厳しかったのは、 5_Λ _He からの Λ n →　 nn 中間子崩壊の 2つの back-to-back の中性子の

二重同時 測で、昨年のデータでは約 10個しか得られなかったが、この統 が 30-40個に向上し、

同じく 200個程度と予想される Λ p→ np の 2重同時 測数との比をとることによって、この 2つの崩

壊の分岐比を直接測定するという実験の主目的に対して、精度のよい結果を出しうるデータが収集さ

れたと考えている。

　 6Li(π +,K+)ランの他

1) SKSスペクトロメータの 正のための 720MeV/c 900MeV/c の beam 素通しラン

2) SKSスペクトロメータによる、 (π ,K) 反応の検出効率のチェックのための 12C(π +,K+) ラン

3) 崩壊粒子同時 測系による、中性子検出の性能確認のために、 200MeV/c のπ - を、 degrade して、

6Li　及び　 12C(シンチレータ）標的に止める

正用のデータ収集等を、合 で、 7シフト強行った。

収集された全データのリストは、　 http://nexus.kek.jp/̃e462/run_summary.htm にあります。



EX EC UTE D MA CH INE  TI ME ,  BE AM  CO ND ITI ON ,  DO W N  TI ME  e t c .
　 10/5 01:00 - 11/13 01:00 の 39日間で、 schedule されたビームオフの期間を含めて、ビームが使

用できなかったのは下記の期間です。 5分未満の停止は除いてあります。

　加速器・ビームライン側によるものと、 K6/SKS 側の問題があった期間にわけて

加 速 器 ・ ビ ー ム ラ イ ン ト ラ ブ ル

日 　 　 時 間 　 　 　 　 　 Off ti me ( mi n. ) 理 由

--- -- -- - -- -- - -- -- -- - -- -- - -- -- -- - -- -- - -- -- -- - -- -- - -- -- -- - -- --

1 0/ 5 0 4: 20 - 0 5: 25 6 5　 　 　 Lin ac

1 2: 00 - 1 5: 00 1 80 L in ac

1 0/ 6 1 1: 30 - 1 6: 00 2 70 H - b um p

1 0/ 7 2 0: 07 - 2 1: 10 6 3 V ME d ow n

1 0/ 8 0 2: 08 - 0 4: 45 1 55 M R m ag ne t d ow n

1 2: 02 - 1 3: 45 1 03 i on s ou rc e

1 4: 00 - 1 4: 30 3 0 i on s ou rc e

1 8: 00 - 2 1: 30 4 0 頻 繁 に boo st er m od e に

10/ 9 0 1: 12 - 0 1 :2 5 1 3 ?

0 4: 00 -

1 0/ 10 1 8: 37 2 31 7 H - b um p d ow n

1 0/ 12 0 8: 00 - 0 9: 14 7 4 H - i nj ec ti o n

1 0/ 15 0 7: 35 - 0 7: 40 5 L in ac

0 9: 00 - 1 4: 40 3 40 ( S ch ed ul e d )

1 0/ 17 1 1: 06 - 1 1: 17 1 1 L in ac

1 0/ 20 0 2: 00 - 0 2: 53 5 3 L in uc

　 　 　 　 08: 27 - 0 8: 37 1 0 ?

1 0/ 22 1 8: 00 -

1 0/ 23 - 1 7: 00 1 38 0 A cc . S tu dy

1 0/ 24 1 2: 00 - 1 6: 55 2 95 加 速 器 源 ト ラ ブ ル

10/ 25 1 8: 00 - 1 8: 49 4 9 L in uc

2 2: 23 - 2 2: 30 7 ?

1 0/ 26 0 7: 26 - 0 8: 00 3 4 ?

0 9: 25 - 0 9: 30 5 ?

1 0/ 29 0 9: 00 - 1 9: 35 6 35 ( S ch ed ul e d )

2 2: 00 - 2 2: 00 1 20 M R s tu dy 使 用 不 可 の ビ ー ム

11/ 3 1 5: 47 - H - i nj ec ti o n f oi l

1 1/ 4 - 2 3: 30 1 90 3

1 1/ 5 0 9: 00 - 1 9: 00 6 0 0 ( S ch ed ul e d ) + K 6 p ro d. t gt .

1 1/ 6 1 7: 00 - 1 9: 07 1 27 ( B ea m c ha nn el s tu dy )

1 1/ 7 1 0: 00 - 1 3: 20 2 00 N ML l in e t ro ub le

1 1/ 8 0 7: 00 - 2 1: 15 8 55 N ML l in e r ep ai r

1 1/ 9 0 8: 15 - 0 8: 20 5 ?

1 1/ 10 0 0: 52 - 0 1: 20 2 8 I on s ou rc e

- -- -- -- - -- -- - -- -- -- - -- -- - -- -- -- - -- -- - -- -- -- - -- -- - -- -- -- - -- --

合 　 　 　 　 　 　 　 　 　 997 2分 --- s ch ed ul e 通 り の 停 止 含 む

SKS /実 験 側 の ト ラ ブ ル に よ る も の

--- -- -- - -- -- - -- -- -- - -- -- - -- -- -- - -- -- - -- -- -- - -- -- - -- -- -- - -- --

1 0/ 6 1 1: 30 - 1 6: 00 2 10 C ha mb er g as t ro ub le

1 0/ 16 1 4: 25 - 1 6: 27 1 22 S KS r ef ri gi r at or t ro ub le

1 0/ 21 0 3: 35 - 0 7: 10 2 15 N et wo rk t ro ub le ( K6 c ou nt in g r oo m)

1 1/ 4 2 3: 30 -

1 1/ 5 0 9: 00 5 70 S KS r ef ri g. c on so le C PU h un g u p

1 1/ 5 1 9: 00 -

1 1/ 6 1 5: 47 1 24 7 同 上

11/ 11 0 9: 40 - 1 4: 48 3 08 B ea m上 の cha mb er w ir e 切 れ

　 合 　 　 　 　 　 　 　 　 　 236 4分



　 SKSの冷凍機のコントロールに使用している端末のＣＰＵが hung up したために、　 10/4 の午後

から、 10/6 夕方まで励磁ができませんでした。　加速器が止まっていた時間を除いた分だけを、こ

こに 上してあります。

　上記　時間の合 を除いて、実験グループで使用可能であったはずの　ビームタイムは、 11/13

01:00 までで　 91.3シフトになります。　一方、その間に実際に　ＤＡＱを行ったスピル数は、

583,000スピルなので、 4.1秒程度をかけて実際のデータ収集を行ったシフト数は、 83.0 シフト。

CO MM ENT S
ビーム状態は、 10/5 以降段々と改善されて、例年特に夜中に酷く出る microstructure がビームタ

イム後半では殆ど除去された状態が (夜中も含めて）続いたのは有難かった。 加速器グループによる

努力に感 したい。　ただ、 H- bump や、　 NML line のトラブルによって、 時間のロスタイムが

生じたのは残念であった。


